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個別避難計画は何の為の計画か？ 

職員・地域の人材不足
昼間人口流出・若者／生産年齢人口流出

要支援者の増加
制度の増加・複雑化（難解）

個々の見えている景色は“違う”

個別避難計画は誰の為の計画か？



見える化する（計画の内容・行政の方針・要支援者）







主体者を増やす（要支援者の整理・分類分け）

令和３年度個別避難計画作成モデル事業を参考に作成



災害時の関連計画（制度の捉え方）
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被災者一人ひとりの被災状況や生活状況の課題等

を個別の相談等により（発見して）把握した上で、

必要に応じ専門的な能力をもつ関係者と連携しな

がら、当該課題等の解消に向けて継続的に支援す

ることにより、被災者の自立・生活再建が進むよう

マネジメントする取組
（出典「災害ケースマネジメント実施の手引き」内閣府、令和5年3月）



●災害時特有の困難（モノ不足、避難生活の困難、

多重な課題、不安感、喪失感、孤立感）

●ニーズ変化のスピード感

●支援制度の複雑さと不足感（心身の支援）

●コミュニティ弱体化、分断

●平時の課題、困難の劇的加速・増大

日常の生活相談との違い
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